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京丹後ふるさと応援団交流会 
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住宅・店舗・事務所・宅地 
京丹後市空き家情報バンク制度の概要 

百歳長寿京丹後市水と緑の里連絡会 
（旧京丹後市過疎・高齢化集落等連絡会）を発足 

京丹後市総合計画・基本計画の体系 
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安 心 力 
ともに支え合い、
安心して暮らせ
る健康・福祉の
まちづくりをめ
ざします 

地 域 力 
豊かな自然や歴
史・文化の恵み
を活かし、世界
に誇れるまちづ
くりをめざしま
す 
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来に飛躍するま
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交流経済都市 

環境循環都市 

健やか安心都市 

生涯学習都市 

パートナーシップ都市 

うるおい安全都市 

将来像と基本理念 基　本　方　針 計　画　項　目 

定住の促進 

農林業の振興 

漁業・海業の振興 

商工業の振興 

観光の振興 

京丹後ブランドの販売戦略 

自然環境の保全と創造 

新しいエネルギーの導入と活用 

ごみ・廃棄物対策 

循環型社会の構築 

市民主体の健康づくりの推進 

医療保険制度の一層の充実 

患者本位の医療体制の充実 

支えあい、助けあいの地域福祉の推進 

共に生きる障害者福祉の充実 

安心して暮らせる高齢者福祉の充実 

子育ての支援 

学校教育の充実 

若者の育成 

社会教育・スポーツの充実 

歴史文化遺産の保全と活用 

地域コミュニティの強化 

協働と共創のまちづくりの推進 

人権の尊重 

男女共同参画の推進 

国際交流と地域間交流の推進 

文化芸術活動の振興 

適正な土地利用の推進 

道路ネットワークの整備 

河川・海岸・港湾の整備 

住宅の供給と安心できる住環境の整備 

地域交通の確保 

上下水道の整備 

防犯・交通安全の推進 

消防・防災体制の強化 

地域情報化の推進 

効率的な行財政運営の推進 計画推進のために 
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　本市の魅力を全国に発信し、交流人口の増加

と定住の促進を図るため、「京丹後ふるさと応

援団」を組織し、本市の発展を応援してくれる人々

の輪を全国に広げています。また、団員の中か

ら「京丹後ふるさと応援大使」を委嘱し、本市

をＰＲする特製名刺を全国で配布するなど京丹

後の魅力発信の取り組みを行っています。 

　昨年は、京都市で団員交流会を実施しましたが、

今年度は、団員にお越しいただき、本市を会場

とした交流会を予定しています。 

■京丹後ふるさと応援団運営事業 
【総務費】（継続）　228万円 

（企画総務部　企画政策課） 

　平成20年度に制度化した「京丹後市定住空

き家情報バンク制度」のＰＲのためパンフレッ

トを作成し、主に田舎ぐらしを希望するかたへ

広く配布することにより、本市への移住および

定住者の増加を図ります。 

■空き家情報バンク運営事業 
【総務費】（拡充）　10万円 

（企画総務部　企画政策課） 

　過疎・高齢化する集落などを対象に、平成20

年 8月に設立された「百歳長寿京丹後市水と緑

の里連絡会」において、集落などの活性化に向

けた体制づくりを目的に、先進地視察研修や事

例勉強会などを実施するとともに、本市が加盟

する「全国水源の里連絡協議会」との連携活動

を行い、市内の集落および地域の活性化を推進

します。 

■水と緑の里活性化推進事業 
【総務費】（拡充）　69万円 

（企画総務部　企画政策課） 

京丹後の魅力を発信し交流人口の増加へ 

１　定住の促進 

にぎわい創出プロジェクト構想 

Ⅰ ひと・もの・ことが行き交う 
　　　　　　交流経済都市 

　○入団資格　本市以外に在住のかた 
　○入 団 費　1,000円（毎年必要） 
　○特　　典　年４回の会報誌送付、市内協賛 
　　　　　　　店での優待特典など 


